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4　葉の成分含有率

調査結果を第°表に示す。
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第°表　葉の成分含有率調査成績（乾物中頭）

　 成 分

区 名 取 位 置

N P 2 0 5 Ⅹ2 0 l　　 c a．0 1　 M g O

l
上 中 上 中 上 中 上 中 上 中

1． 標　 準　 区 5．4 5 4 8 5 1．2 4 n 8 2 4 2 4 4 2 4 2．8 2 5．d D 1．5 5 1．2 5

2． 苦 土 A 区 5．占2 4 7 2 1．2 8 G．8 2 4 2 4 4 1 8 2．9 7 占．8 5 1．5 7 1．d 5

5． 苦　 土 B 区 5，d 4 4 5 7 1．2 8 0．8 0 5．9 ° 1 4 0 8 5．8 8 Z l O 1．4 8 1．5 4

4　 苦　 土 C 区 5．6 7 4 4 5 1．2 8 0．8 8 4 2 4 4 1 8 5．8 0 ヱ0 5 1．4 5 1．7 7

N，P各濃度については，苦土施用区は上位菜の濃

度が高いが，中位葉では明らかでない。K農度は上位，

中位葉とも苦土補給により，体内濃度は低下しており，

ややRの吸収が抑制されたのではないかと考えられる。

しかし，Mgの場合は苦土施用量にほぼ比例して濃度

が高まっており，Ca濃度もまた高濃度である。

5・む　　す　　ぴ

1・管理が相当によいので，収量水準もやや高いが，

石灰，苦土比の大きい土壌で，石灰，苦土比を12：

1から7～5：1に矯正した場合に11～22感の増収

を得た0　標準区においても苦土欠症状は，外見的に

はないが，苦土施用により大きな効果があった。

2・苦土施用により，キュウリの生育は初期より促進

され，収穫期も早まったが，とくに石灰，りん酸の吸

収を助長したことが，キュウリの生育を促進させ，着

果や果実の形成にプラスに作用したものと考えられる。

5・加里は苦土施用により，やや吸収が抑制され気味

なので，加里肥料の施用に際しては，苦土との培抗を

考慮に入れた施肥設計が必要である。

4なお，その後跡地について残劾試験を実施したが，

増収率は2～5解程度で低い。したがって，苦土の補

給は毎年実施すべきものと考えられる。

畑作マルチ水稲の窒素栄養特性

塩島　光洲・野崎　光夫

（宮城　県　良試）

1．ま　え　が　き

畑作マルチ栽培水稲の生育と窒素栄養条件との関係

を明らかにし，マルチ栽培水稲の施肥法と土壌管理上

の問題点を抽出する目的をもって，水田移植稲および

畑作水稲（無マルチ）5栽培法間の比較において窒素

の吸収，体内での移行，生産諸能率などにつき若干の

検討を試みた結果を報告する。

2．試韻の方法

比較検討の供試材料は，1968年度において水稲品種

フジミノリを用い同一母材，同一堆積様式（第5紀・

崩砧）を示す宮城段試内の畑および水損より求めた。

比較施肥条件は無窒素・望莱d晦′10aの2段階とし，

りん酸・カリはdEg／10aで各区共通施用した。第1

表には，供試材料を得た各栽培法の生育収量を示した。
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第1蓑　　各栽培法供試材料の生育および収量　（1988．フジミノリ）

献 ヲ！栽 植 様 式
発芽期 出穂期

l

成熟 期
l
穂 数 もみ数

豊 熟

歩 合
千粒重 わ ら重 玄米重

蒜 忘 ・崇 完

株 数 ／ナげ 月 日 月日 月 日 本 ′，げ ×1〝 7㌦ 争 タ Kク／a Kダ′a

4 06 m×1 2m 5．15 8　 8 鼠2 5 225 14 4 8 8．d 2 0．4 45．8 27 7

2 2．2 枚 5．15 8． 8 鼠25 2（～1 25．d 85．1 19．5 88．7 42．8

畑 水稲 げ O n ‾N
瞳 幅 d O （Ⅶ

播 隔 1 2 とⅦ 5．2 4
8 15 9．5 0 109 ヱ4 9 1．7 2t O 26．1 14 2

LN －d Kダ 播種 韮

d Kg ′ 1 0 a
5．2 4 8．15
し

10．1 5 2 2 1（～．5 8 2．1 2 1．占 5n O 25．4

　 四 O n －N

水 田稲 1
5 0と77ZX 1 5（Ⅵ 移植期）

5．50

】
i Z 2 9
l

9．15 2 7 2 22．6 9 5．5 2 1．7 4 5．9 4 5．8

四 一 d Kg 2 2．5 株 5．50 ヱ　29 鼠14 5 5 1 5m 9 7 9．4 　2 1．5
l

5°．4 52．8

5．試験結果ならびに考察

t　乾物生育軋　生育時期別乾物椚加割合

畑作稲の生育品は水田稲に比べると生育全般を通じ

て劣悪であるが，マルチ稲は植樹期以降成熟期に至る

間にきわめて旺盛な乾物生産を示し，ほぼ水田稲に匹

敵する乾物垂となる。畑作稲の乾物増加のパターンは

マルチの有無にかかわらず水田稲に比べると生育の後

期において非常に高いが，とくに注目すべき点は豊熟

期間中の茎葉重についてである。水田稲は出穂後の下

位葉の枯死，上位葉の黄化は豊熟の進行に伴い顕著と

なり，同時に茎葉重量の減少を示すが，畑水稲では成

熟期に至るも葉色は濃緑で下位葉の黄化・枯れ上がり

もなく，また茎葉重量の明らかな減少もみられない。こ

の点畑作水稲は土翠の酸化的環境と根機能に関連した

養分の吸収利用，同化産物の移行において水田稲とは

きわめて異なった代謝関係にあることを推定させる

（第2蓑）。

第2蓑　乾物生育量（ダ／㌦）と生育時期別乾物増加割合＊（痴）

　 項 目
撃 調別 き

●部位

乾　　 物　　 垂　　　　 （グ′㌦ ） 乾物増加量 と 〔割合 〕

（牙／〝㌔） （喀）幼　 穂
形 成 期

穂　　 揃　 期 　 成　 熟　 期
l

幼 形 期 ・－穂 揃 期 ～ 成 熟 期
茎　 葉 茎 葉 穂 計 茎 葉 穂 計

マルチ 事N o n ‾N 158 585 4 5 4 28

l
㌦ 78

558 7 14

　 多　 才　 多　 才　 多
〔20〕 2 90 〔40〕 28 6 〔4 0〕

畑水稲 亘 一 咽
20 1 54 9 10 2 占51 56 1 5 2 1 1．08 2 〔20〕　 4 50　 〔4 1〕　 45 1　 〔5 9〕

畑水稲 f N o 州　四 一 d K g 9 7 2 78 28 5 08 29 1 20 4 49 5 〔20〕　 20 9　 〔4 2〕 18 9　 〔58〕

11 5 594 7 1 48 5 40 0 5 15 71 5 〔18〕　 550　 〔4 9〕 25 0　 〔5 5〕

佃 に 芸 52 5 5（i7 115 880 40 7 4°7 8 7 4 〔57〕　 5 57　 〔5 9〕 198　 〔24〕

417 70 9 14 1 再 50 558 578 1 11°
】

〔5 7〕　 45 5　 〔朗〕 2朗　 〔24〕

＊　当該生育期間内の乾物増加量の成熟期乾物垂に対する100分比

2．窒素の吸収状況

（1）窒素吸収濃度の推移は乾物生育量の大小とは逆

に，乾物重蛍の少ない畑水稲の窒素漉度が高く，乾物

重の大きい水田稲は最も低濃度であり，マルチ稲は両

者の中間の濃度経過を明らかに示す（第5蓑）。また，

畑水稲はマルチ，Non－マルチともに水田稲において

みられるような豊熟期間中の茎葉部における窒素濃度

の著しい低下が見られず，前述のごとき生育の経過を

反映する結果と考えられる。
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窮5表　　水稲体の窒素吸収浪度（乾物痴）

転 芸 芸 J●部 位
幼 形 期 穂　 揃　 期 成 熟 期

L S L S　　　　 E L S　　　 E

蒜 忘 と：㌻ 完 2．4 4 1．1 2　　 1．2 5 0．9 9　 1．2 8

2．5 0 1．2 7　　 1．5 5 1．2 °　 1．2 5

lN o n 一 Ⅳ
畑 水 稲 弓N 一 的

2．6 8 1．14　 1．2 9 1．0 9　 1．16

2．8 4 1．5 2　　 1．5 8 1．2°　 1．5 d

　 rN o n 一Ⅳ

水 田 稲 ・！

；N － d K グ

1．8 5 n 9 1　 1．1 2 0．d 8　 1．1 7

1．8 2 1．0 1　 1．0 2 n 7 5　 1．1 8

（2）窒素吸収鏡については乾物重の動向が支配的であ

るが，成熟期にはマルチ水稲の窒素吸収長は水田稲の

吸収適を凌鶏するに至る（第4去）。このようなマル

チによる土壌窒素あるいは施肥窒素の吸収蛍の増大は

第5蓑に示すごとく，生育の後期において揖樋的に行

なわれること，また，茎薬部残存窒素量は水田稲に比

べると過大であって，一応吸収望素の体内移動はかな

り制約的であることなどが指摘できる。一方，土壌的

にはマルチ条件下における水分系の動態を中心に，各

組養分の行動代謝関係を明らかにする必要がある。

第4表　窒素吸収量（ダ′㌦）・窒素の生育時期別吸収割合＊＊（喀）

　 項 目

栽 時 期 禿

培 法 区 別

窒　 素　 吸　 収　 量　　　 （タ／7㌦） 吸収 増 加丑 と 〔割 合 〕

（牙′〝㌔） （多）

～幼 形 期～ 穂 揃 糊～ 成熟 期

幼 形 期

1 8

穂　 揃　 期 成　 熟　 期

L S 且 計 1 S E 計

マ ル チ 伊 O n －IJ 5．5 2 4 29 n 58 4 85 4 10 4 28 8 58

帝
〔4 0〕

許　 多

1．55 〔20〕

L　 グ　 勿

5．5 1 〔40〕

畑 水 稲仁i N 一 °鞄 5．D ‘ ‘．47 1．58 ス85 6．09 占．42 12．5 1 〔48 〕 2．79　 〔25 〕 4 4 8　 〔5 7〕

　 r IJo n －Ⅳ
畑 水稲 ．ご

　り J － d K ク

2．0 2 5，17 n 5° 5．55 2．d 5 2．59 5．04 ’〔4 0〕 1．5 1 〔5 0 〕 1．5 1 〔50 〕

2．6 9 5．21 0．88 占．19 5．09 4 50 鼠5 4 〔28 〕 1 2・50 〔2占〕 5・4 5　 〔48 〕

水 田稲 ！N o n ‾N 4 2 8 5．10 1．27 占．5 7 2．07 5．47 a 24 〔5d 〕 2・09　 〔2 4〕 1．8 7　 〔2D 〕

化 しⅣ 一 拍 ス5 ° Z SD 1．4 4 鼠00 4 04　l 占．8 4 ≠10・8 8 〔70 〕 1．44　 〔15〕 1．8 °　 〔17〕

＊来　当該生育期間内の窒素吸収是の成熟期窒素吸収i士に対する100分比

5．吸収窒素の生産諸能率および登熱性との園係

冤素の乾物生産能率の成熟期における比較では，マ

ルチ水稲は水田稲の約80痴程度の乾物生産能率を

yon－N区，N一°Kク区とも示し，畑水稲の場合には

N－d晦区の能率が低い。・マルチにより吸収窒素の利

用効率が比較的安定化するものと推定できるく玄米生

産能率は畑作水稲，マルチ水稲とも水田稲の50～‘0

多の能率を示すに過ぎない。出穂卿こ保有する窒素益

と〝㌔当りもみ数との囲係は第1図に示される（1988．

フジミノリ，マルチ施肥法試験）。マルチ条件下でも

ガ当りもみ数をほゞ倒伏限界と考えられる25×108

粒，すなわち出穂畑の窒素保有是14～16才′7㌦のレ

ベルに確保することはきわめて幽難であると思われる。

また同試験から得た出穂期の茎菓窒素濃度と登熱歩合

との朗係は第2図のとおりで，茎葉窒素濃度の高い畑

水稲は㌦当りもみ奴レベルは水田稲より低く，かつ，

活菜は多いにもかかわらず水田稲より低い豊熟歩合を

示した。

第5表吸収窒素の配分比，穂への移行割合＊桂

（多）．生産能率

栽 ＼　 項　 目 配 分 比 （喀）E 茎 葉 N　h
l
i 吸 収 N l グ 当 り

㌔ 区 別 ≡茎 葉 も み 巨 っ移 行

1 ：l；lj 合
乾 物　 玄 米

l
J

5 1

喀 プ　　　 チ

マ ル チ N o n 一 叫　 4 9 5 ．1 8 5　　　 5 5

畑 水 稲 N － d K ク 4 8 5 2 ヱd 8 8　　　 2 8

畑 水 稲
N o n － N

N 一 成 ダ

5 5 4 7 2 ．4 9 8　　　 2 8

5 5 4 7 5．1 7 4　　　 2 7

川 ・∴ ∴ 2 5 7 5 5 5 ＿ 1 0 °　　　 5 8

5 7 l　 d5 6 5 － 1 0 5　　　 5 0

＊＊＊穂捕期以後の穂のN吸収増Hに対する葺葉IJ

減少蓑の調合
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第1図　　出穂期N保有量と〝㌔当り枚数
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5．摘　　　　　要

1．畑マルチ水稲の生育と窒素栄養条件との関係を水

田稲，畑作稲との比較において換討した。

2．マルチにより乾物生育も主は増大し成熟期には水田

稲に匹敵する生育丑となるが，乾物増加のパターンは

畑作稲と同様に生育の後期に加速度的であり，水田稲

にみられるごとき茎葉重の減少を示さない。

5．窒素の吸収濃度は畑作稲＞マルチ稲＞水田稲の順

仇8　　1．0　　1．2　　1．4

茎葉N濃度（％）

1．6

第2図　　出穂期の茎葉N浪度と豊熟歩合

で高く推移した。

4窒素吸収量はマルチにより増大するが，乾物重と

同様の吸収パターンを示した。

5．窒素の体内移行は水田稲に比べ，マルチ稲・畑作

稲ともにか茂り制約的で茎葉残存望素量は大きい。

占．窒素の乾物・玄米・もみ数生産能率はマルチ吼

畑作稲の比較では大差なく，水田稲より著しく低い。

㌃窒素濃度と登熟歩合との関係においてもマルチ稲

の水田稲に対する優越性は認められなかった。

畑水稲の施肥法に関する研究

第1報　マルチの有無と施肥位置との関係

立谷　寿雄・佐々木生雄

（福　島　県　農　試）

1　ま　え　が　き

近年畑水稲栽培が進展し，その楕勢にそくして，合

理的栽培法の確立が望まれている。すでに稜々の技術

が生れており，その中で，保温，保水対積としてマル

チング栽培が導入されているが，その合理的施肥法が

明らかにされていない。て′しチを用いた場合，水分，温度等の

条件が異なり，窒素の発現丑，移動および硝酸化成の

遅速などの相違が生じるものと考えられる○そこで，

本試験は，マルチの有無に施肥法のいくつかを組み入

れ，特に土壌中の望素の分布，移動，濃度と植物体の

生育，収蓑を対比させ，その合理的施肥法確立の一端

とすべく試験を行なったので，その結果を報告する○


